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京都府警察本部 捜査第二課 特殊詐欺対策室

代表電話 075－451－9111

全国で新型コロナウイルスの拡大が続いています。
ウイルスへの感染予防については、不要不急の外出や「３密（密閉、密集、密接）」を避けることが

重要とされ、一人一人が心がけ、様々な活動が自粛されています。
他方、特殊詐欺犯人の活動はやむことはなく、本年３月末から４月上旬にかけて、京都府下では、
特殊詐欺の予兆電話が多数かかり、被害も発生しています。

社会的に、外出や企業活動等の自粛が求められる中で、在宅者が増え、
特殊詐欺の予兆電話を受ける方が増加していることが考えられます。

特殊詐欺の被害予防にも「３密」が有効です。
電話やメールを受けた時は、 「３密」を守って、家族や警察に相談してください。

一人一人の心がけで、被害や感染の防止に努めましょう！

警察をかたって、

犯人を捕まえた
役所や金融機関等をかたって、

還付金がある
家電量販店や百貨店等をかたって、

カードが悪用された

・｢暗証番号を教えてほしい。｣
・｢カードの交換が必要なので取りに行きます。｣
・｢銀行やコンビニのＡＴＭに行ってほしい。｣

これらはすべて特殊詐欺の電話！｢新型コロナ｣に便乗した電話にも注意！
不要不急の外出を避け、できる限り人同士の接触を避けなければならない情勢下で、

役所や企業等が、「キャッシュカードの交換が必要なので、自宅まで取りに行きます。」
「銀行やコンビニのＡＴＭへ行ってください」等を依頼することは考えられません。

特殊詐欺被害予防「３密」
「秘密」 暗証番号は秘密です。他人に教えてはいけません。

電話で、銀行キャッシュカードの暗証番号を聞かれたら、その電話は詐欺です。

「親密」 家族や知人との絆を深めて、何でも相談するようにしましょう。
身に覚えのない電話、メール、はがき等は、一人で判断せず、家族や警察に相談しましょう。

「厳密」 電話の相手の確認は厳密にしましょう。

役所、警察官、金融機関、百貨店等の担当者か、一度電話を置いて、見極めましょう。

特殊詐欺の電話に注意

第11回「家族を守っＴｅｌの日」サブテーマの設定

ので、、、


